
 

 

 

 

 

 

 

皆様には、日頃より本市政に御理解、御協力を頂き厚く御礼申し上げます。 

さて、本市では、『子どもが 親が 地域が育つ 子育て応援都市にいざ』を目指して「新座市

子ども・子育て支援事業計画（平成 27 年～31 年）を策定し、各種の子育て支援施策を推進し

ております。 

この度、この計画の期間満了に伴い、「第２次新座市子ども・子育て支援事業計画」を策定す

ることとなり、計画の策定に当たり、確保を図るべき教育・保育・子育て支援の量の見込みの算

出や質の状況を把握するため、市民の皆様の教育・保育・子育て支援に関する生活実態やご要望・

御意見などに関する調査を実施することといたしました。 

この調査は、住民基本台帳の中から小学校就学前のお子さん 3,000 名、小学生のお子さん

1,000 名を無作為に選び、その保護者の方にご回答をお願いするものです。ご回答いただいた内

容は全て統計的に処理し、今後の子育て支援施策を進めていくための基礎資料にのみ利用させて

いただくもので、回答者個人が特定されたり、個々の回答内容が他に漏れたり、他の目的に利用

されたりすることは一切ありません。 

つきましては、御多忙のこととは存じますが、本調査の趣旨をご理解いただき、御協力くださ

いますようお願い申し上げます。 

平成 30 年 1２月 

新座市長 並木 傑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．封筒の宛名のお子さんについて、お答えください。 

２．アンケートは、お子さんの保護者の方がお答えください。「あなた」とはアンケートに回答さ

れる方を表します。 

３．回答は、当てはまる回答の数字に○印をつけていただく場合と、数字を記入する場合があ

ります。また、設問によって○をつける数が異なりますので、注意書きに沿ってご記入く

ださい。 

４．ご記入いただいたアンケートは、平成 30 年 12 月 24 日（月）までに、三つ折りにして、

同封の返信用封筒に入れ、お近くの郵便ポストにご投函ください。また、返信用封筒に

は、切手を貼ったり、差出人の住所・名前を書かないようお願いいたします。 

 

 

 

ご記入にあたってのお願い 

就学前児童保護者用調査票 

調査に関するお問合せ… 

新座市 こども未来部こども支援課 

電話：０４８-４２４-９６０８（直通） 

 

新座市 
子育て支援に関するアンケート調査 

～ご協力のお願い～ 
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この調査票では、①～⑤の用語について以下のように定義しています。 

①保育園 
保育を必要とする０～５歳児に対して、保護者に代わって保育を行う施設

です。（児童福祉法） 

②幼稚園 ３～５歳児に対して学校教育を行う施設です。（学校教育法） 

③認定こども園 
幼稚園と保育園の機能を併せ持つ施設です。（就学前の子どもに関する教

育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律） 

④地域子育て 

支援センター 

子育て親子の交流の場の提供、子育てサークルの育成や支援、子育てに関

する相談や情報の提供、子育て講座などを行う施設で、ぶんぶん、るーえ

ん、グラン・マ、山ゆり、つぼみ、のびのび、りんご、いちご、あすなろ、

さわらび、ちきんえっぐ、どんぐり、セサミの愛称で親しまれています。

（児童福祉法） 

⑤放課後児童保育室 

（学童保育） 

保護者が就労等により昼間家庭にいない原則小学１～４年生を対象に、支援

員のもと、子どもの生活の場を提供するもので、市内の小学校１７校すべて

に設置しています。（児童福祉法） 

 

※新座市の地区区分について 

新座市における各福祉計画は、民生・児童委員等の活動区域である上図の６地区を基本とした

日常生活圏域を設定し、推進しています。 

⑤北部第一地区 
東北、東、野火止５～８丁目 

④南部地区 
石神、栗原、堀ノ内 

①東部第一地区 

池田、道場、片山、野寺 

②東部第二地区 
畑中、馬場、 
栄、新塚 

⑥北部第二地区 
中野、大和田、 
新座、北野 

③西部地区 
新堀、西堀、本多、 
あたご、菅沢、 
野火止１～４丁目 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

東武東上線 

武蔵野線 

西武池袋線 
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問１ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

平成       年       月生まれ 

 

問２ 宛名のお子さんのきょうだいは、何人いますか。お２人以上のお子さんがいる場合は、末子の方の

生年月をご記入ください。(□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。) 

きょうだいの数    人（宛名のお子さんを含む） 

末子の生年月 平成       年       月生まれ 

 

問３ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。

（○は１つ） 

１．母親 ２．父親 ３．その他（       ） 

 

問４ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ） 

※問３で「３．その他」と回答した方は、問５へお進みください。 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

 

問５ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。宛名のお子さんからみ

た関係でお答えください。（○は１つ） 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 

４．主に祖父母 ５．その他（                     ） 

 

問６ お住まいの地区はどちらですか。（○は１つ） 

１．あたご ２．池田 ３．石神 ４．大和田 

５．片山 ６．北野  ７．栗原 ８．栄 

９．新堀 10．菅沢 11．東北 12．道場 

13．中野 14．新座 15．新塚 16．西堀 

17．野寺 18．野火止 1～4 丁目 19．野火止 5～8 丁目 20．畑中 

21．馬場 22．東 23．堀ノ内 24．本多 

 

 

 

  お子さんとご家族の状況についてうかがいます １ 
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問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなたですか。宛名のお子さ

んからみた関係でお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．父母ともに ２．母親 ３．父親 

４．祖父母 ５．幼稚園 ６．保育園 

７．認定こども園 ８．その他（                    ） 

 

問８ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

問９  宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、身近に相談できる先はありますか。    

（○は１つ） 

１．ある ⇒ 問９-1へ ２．ない ⇒ 問 10へ 

 

【問９で「１．ある」に○を付けた方にうかがいます】 

問９-1 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に関して、身近に相談できる先は、次のうちどれで

すか。（あてはまるものすべてに○） 

１．祖父母等の親族 ２．友人や知人 

３．近所の人 ４．地域子育て支援センター 

５．児童センター ６．保健所・保健センター 

７．小学校 ８．保育園 

９．幼稚園 10．放課後児童保育室（学童保育） 

11．民生委員・児童委員 12．かかりつけの医師 

13．障がい児相談支援事業所・児童発達支援

事業所・放課後等デイサービス 

14．家庭児童相談室 

15．その他（            ）  

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの育ちをめぐる環境についてうかがいます ２ 
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問 10  市・県の子育てに関する相談事業や相談窓口で知っているもの、これまでに利用したことがある

もの、今後利用したいと思うものをお答えください。（１～１２それぞれ、Ａ～Ｃの項目ごとに○は１

つ） 

 Ａ 

知っている 

B 

これまでに利用 

したことがある 

Ｃ 

今後利用したい 

(例) 産前・産後サポート事業 

（保健センター） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

１．産前・産後サポート事業 

（保健センター） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

２．乳幼児相談 

（保健センター） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

３．電話育児相談 

（保健センター） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

４．公立保育園長による電話相談 

（保育課） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

５．保育施設の利用相談 

（こども支援課） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

６．ひとり親家庭相談 

（こども支援課） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

７．家庭児童相談室 

（こども支援課） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

８．地域子育て支援センター 

※２ページ参照 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

９．教育相談・いじめ相談 

（教育相談センター）  
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

10．子どもスマイルネット 

（埼玉県） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

11．小児救急電話相談＃8000 

（埼玉県） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

12．その他（         ）  はい  いいえ はい  いいえ 

 

問 11 子育てに関する相談で特に重視することは何ですか。(○は３つまで) 

１．職員の対応スキルの高さ  

２．話しやすい雰囲気  

３．専門的な情報の充実  

４．地域の関係機関や専門機関等へのつなぎをしてくれる 

５．自宅から近い、電話相談できるなどのアクセスのしやすさ 

６．受付時間が長い、休日・夜間に相談できるなどの利便性 

７．安心して相談できる環境（子どもの預かり、プライバシーの配慮等）が整っている 

８．友人などからの評判のよさ 

９．その他（                                   ） 



 

 6 

 

 

 

 

 

 

 
 

問 12  宛名のお子さんの母親・父親の現在の就労状況（自営業、自由業、家族従事者を含む）をう

かがいます。 

（１） 現在の就労状況は以下のどれにあたりますか。（それぞれ○は１つ） 

 フルタイム 
（自営業、自由業、家族従事者を含む） 

で就労しており… 

パート・アルバイト等 

で就労しており… 

以前は就労

していたが、

現在は就労

していない 

これまで就

労したこと

がない 
産休・育休・

介 護 休 業 中 

ではない 

産休・育休・

介護休業中

である 

産休・育休・

介護休業中

ではない 

産休・育休・

介護休業中

である 

例）母親 ○1  ２ ３ ４ ５ ６ 

母親 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

父親 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

 

 

【問 12 の（１）で「１」～「４」（就労している）に○を付けた方にうかがいます】 

（２）  １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労

日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・

介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記入ください。

数字は一枠に一字。） 

 １週当たりの就労日数 １日当たりの就労時間（残業時間を含む） 

母親    日       時間 

父親    日       時間 

 

（３）  家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。（通勤を要さない方は、始業・終業時刻をお答えく

ださい。）時刻が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介

護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。時間は 24時間制（例：帰宅する

時刻 19時 30分）でご記入ください。（数字は一枠に一字。） 

 家を出る時刻 帰宅する時刻 

母親       時       分       時       分 

父親       時       分       時       分 

  お子さんの母親・父親の就労状況についてうかがいます ３ 

この項目に出てくる「フルタイム」「パート・アルバイト等」とは… 

■フルタイム                        ■パート・アルバイト等 

                               フルタイム以外 週５日・ 

１日８時間程度 

問 12（２）～（４） 
へお進みください 

問 12（２）～（５） 
へお進みください 

７ページの問 12（６） 
へお進みください 
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【問 12 の（１）で、母親・父親の両方が「１」～「４」（フルタイムまたはパート・アルバイト等で就労）のいず

れかに○を付けた方にうかがいます】 

（４） 両親が共に就労する目的として、最も近いものに○をしてください（○は１つ） 

 
自己研鑚のため 社会参加のため 

現在の生活を 

維持するため 

より豊かな生活

に改善するため 
その他 

母親 １ ２ ３ ４ 5 

父親 １ ２ ３ ４ 5 

 

母親： 

父親： 

 

【問 12 の（１）で「３」または「４」（パート・アルバイト等で就労）に○を付けた方にうかがいます】 

（５） フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ） 

 フルタイムへの転換

希望があり、実現で

きる見込みがある 

フルタイムへの転換

希望はあるが、実現

できる見込みはない 

パート・アルバイト

等で就労を続けるこ

とを希望 

パート・アルバイト

等をやめて子育てや

家事に専念したい 

母親 １ ２ ３ ４ 

父親 １ ２ ３ ４ 

 

 

【問 12 の（１）で「５」または「６」（就労していない）に○を付けた方にうかがいます】 

（６） 就労したいという希望はありますか。（番号と記号それぞれ○は１つ。数字は一枠に一字。） 

①母親 

１．就労の予定はない（子育てや家事などに専念したい等） 

２．1 年より先、一番下の子どもが       歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 
 

ア．フルタイム 

イ．パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外） 

 ⇒１週当たり    日 １日当たり       時間      分 
 

 

②父親 

１．就労の予定はない（子育てや家事などに専念したい等） 

２．1 年より先、一番下の子どもが       歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 
 

ア．フルタイム 

イ．パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外） 

 ⇒１週当たり    日 １日当たり       時間      分 
 

希望する就労形態 

希望する就労形態 

「５」を選んだ方はその具体的な内容をご記入ください 
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※  ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。具体的

には、幼稚園や保育園など、問 13-1 に示した事業のことをいいます。 

問 13 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育の事業」を利用されてい

ますか。（○は１つ） 

１．利用している ⇒ 問 13-1～4へ ２．利用していない ⇒ 10ページの問 13-5へ 

 

【問 13 で「１．利用している」に○を付けた方にうかがいます】 

問 13-1 宛名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定

期的に」利用している事業をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

 

 

２．幼稚園の預かり保育 

（１の通常の就園に加え、就園時間を延長して

預かる事業〔定期的な利用の場合〕） 

３．保育園 

（都道府県等の認可を受けたもの） 

４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

5．家庭保育室 

（市町村の指定・認定を受けた認可外保育施設） 

６．小規模保育施設 

（市の認可を受けた定員おおむね６～19 人のもの） 

７．事業所内保育施設 

（企業が主に従業員用に運営する施設） 

８．保育ママ 

（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育

する事業） 

９．その他の認可外保育施設 10．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのような保育者が子どもの

家庭を訪問し保育する事業） 

11．ファミリー・サポート・センター 

（保育園への送迎や学童保育終了後に一時的

に子どもを預かる事業） 

12．障がい児の通所施設等 

13．その他（             ）  

 

  お子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況についてうかがいます ４ 
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【問 13 で「１．利用している」に○を付けた方にうかがいます】 

問 13-2  平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用していますか。また、

希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たりの日数、１日当たりの時間数（何時から

何時まで）を、□内にご記入ください。時間は 24 時間制（例：9 時 00 分～18 時 30 分）でご

記入ください。（複数の事業を利用している場合は、主なもの２つについてお答えください。） 

選択した事業番号       (問 13-1 で「1.幼稚園～13.その他」のうち、選択した番号) 

 １週当たり

の日数 

１日当たり何時間 何時から何時まで 

(1)現在    日       時間       分       時       分～      時       分 

(2)希望    日       時間       分       時       分～      時       分 
 

①その教育・保育事業の満足度をお答えください。（○は１つ） 

満足度が低い         満足度が高い 

 １  ２  ３  ４  ５ 

 

 

 

 

選択した事業番号       (問 13-1 で「1.幼稚園～13.その他」のうち、選択した番号) 

 １週当たり

の日数 

１日当たりの時間数 何時から何時まで 

(1)現在    日       時間       分       時       分～      時       分 

(2)希望    日       時間       分       時       分～      時       分 
 

②その教育・保育事業の満足度をお答えください。（○は１つ） 

満足度が低い         満足度が高い 

 １  ２  ３  ４  ５ 

 

 

 

 
 

あればその理由をご記入ください 

あればその理由をご記入ください 
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【問 13 で「１．利用している」に○を付けた方にうかがいます】 

問 13-3 現在利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（○は１つ） 

１．新座市内（東部第一地区） ２．新座市内（東部第二地区） ３．新座市内（西部地区） 

４．新座市内（南部地区） ５．新座市内（北部第一地区） ６．新座市内（北部第二地区） 

７．朝霞市 ８．志木市 ９．和光市 

10．所沢市 11．練馬区 12．西東京市 

13．東久留米市 14．清瀬市 15．その他（      ） 

 【東部第一地区】…池田・道場・片山・野寺 

【東部第二地区】…畑中・馬場・栄・新塚 

【西 部 地 区】…新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止１～４丁目 

【南 部 地 区】…石神・栗原・堀ノ内 

【北部第一地区】…東北・東・野火止５～８丁目 

【北部第二地区】…中野・大和田・新座・北野 

※ 新座市内の地区については、２ページの図を参照してください。 

 

【問 13 で「１．利用している」に○を付けた方にうかがいます】 

問 13-4 平日に定期的に教育・保育事業を利用している理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもの教育や発達のため 

２．子育てをしている方が現在就労している 

３．子育てをしている方が就労予定がある／求職中である 

４．子育てをしている方が家族・親族などを介護している 

５．子育てをしている方に病気や障がいがある 

６．子育てをしている方が学生である 

７．その他（                                 ） 

 

【問 13 で「２．利用していない」に○を付けた方にうかがいます】 

問 13-5 平日に定期的な教育・保育事業を利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○。数

字は一枠に一字） 

１．利用する必要がない（子どもの教育や発達のために、子どもの母親か父親が就労していないため等） 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、事業に空きがないと思い、利用申し込みをしていない 

５．利用したいので、利用申し込みをしているが、現在空きがなく待機している 

６．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

７．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

８．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

９．子どもがまだ小さいため ⇒     歳くらいになったら利用しようと考えている 

10．その他（                                 ） 
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問 14  現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さんの平日の教育・保育の事業

として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

※なお、利用料につきましては、消費税率引き上げの時期に合わせて、３歳から５歳までのすべ

ての子どもと、０歳から２歳までの住民税非課税世帯の子どもに係る保育料を、原則無償とす

る方向で政府が検討を進めています（利用サービスの種類や利用状況によっては一部自己負

担が発生する場合があります。）。 

 

【問 14で「１．幼稚園」「２．幼稚園の預かり保育」に○を付け（どちらか片方だけの場合を含む）、か

つ３～１４にも○を付けた方にうかがいます】 

問 14-1  特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しま

すか。（○は１つ） 

１．はい     ２．いいえ 

  定期的に利用したいサービスに○ 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用）  

２．幼稚園の預かり保育（１の通常の就園に加え、就園時間を延長して預かる事業〔定期的な利用の場合〕） 

３．幼稚園の未就園児サークル活動 

４．保育園（都道府県の認可を受けたもの） 

５．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

６．家庭保育室（市の指定・認定を受けた認可外保育施設） 

７．小規模保育施設（市の認可を受けた定員おおむね６～19 人のもの） 

８．事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する保育施設） 

※現在お勤めの企業が設置していない場合でも、利用希望があれば○をつけてください。 

９．保育ママ（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業） 

10．その他の認可外の保育施設 

11．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭を訪問して保育する事業） 

12．ファミリー・サポート・センター（保育園への送迎や学童保育終了後に一時的に子どもを預かる事業） 

13．障がい児の通所施設等 

14．その他（                   ） 
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【問 14-1 で「１．はい」に○を付けた方にうかがいます】 

問 14-2 幼稚園を利用したい理由・条件は何ですか。（○は３つまで） 

１．園の方針と家庭の方針が一致している 

２．他に無い特色ある教育を行っている 

３．預かり保育が安価に利用できる 

４．自宅から近い 

５．送迎バスや給食が充実している 

６．その他（                                 ） 

 

問 15 教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。（○は１つ。） 

１．新座市内（東部第一地区） ２．新座市内（東部第二地区） ３．新座市内（西部地区） 

４．新座市内（南部地区） ５．新座市内（北部第一地区） ６．新座市内（北部第二地区） 

７．朝霞市 ８．志木市 ９．和光市 

10．所沢市 11．練馬区 12．西東京市 

13．東久留米市 14．清瀬市 15．その他（      ） 

【東部第一地区】…池田・道場・片山・野寺 

【東部第二地区】…畑中・馬場・栄・新塚 

【西 部 地 区】…新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止１～４丁目 

【南 部 地 区】…石神・栗原・堀ノ内 

【北部第一地区】…東北・東・野火止５～８丁目 

【北部第二地区】…中野・大和田・新座・北野 

※ 新座市内の地区については、２ページの図を参照してください。 

 

問 16 幼稚園と保育園の預かり時間や利用料等の条件が同じの場合、どちらを利用しますか。 

（○は１つ） 

１．幼稚園   ２．保育園  ３．どちらでもよい 

  あればその理由をご記入ください 
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問 17 就学までの子育てに対する考えは以下のどれにあたりますか。現在のあなたの考えに最も近いも

のをお答えください。 

（１） 希望として、何歳まで幼稚園や保育園などの施設を利用せず、家庭で育児したい（したかった）で

すか。（数字は０～６の間で一枠に一字。） 

   歳まで家庭で育児したい（したかった） 

 

 

 

（２） 現実として、何歳まで幼稚園や保育園などの施設を利用せず、家庭で育児する予定ですか（しま

したか）。（数字は０～６の間で一枠に一字。） 

   歳まで家庭で育児する予定（した） 

 

（３） （１）と（２）の回答が異なる方にお聞きします。どのような条件が整えば、希望する年齢まで幼稚園

や保育園などの施設を利用せず、家庭で育児することが可能ですか。（○は１つ） 

１．勤務先に育児休業制度が整っていれば可能 

２．一時預かりなど、在宅での子育てを支援するサービスを利用できれば可能 

３．国や市から手当て等の金銭補助があれば可能 

４．その他（                                    ） 
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問18  地域の子育て支援事業で知っているもの、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと

思うものをお答えください。（１～１８それぞれ、Ａ～Ｃの項目ごとに○は１つ） 

 Ａ 

知っている 

B 

これまでに利用 

したことがある 

Ｃ 

今後利用したい 

(例) 母親学級、パパママ学級、育児学級 はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

１．母親学級、パパママ学級、育児学級 はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

２．保健センターの情報・相談サービス はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

３．家庭教育に関する学級・講座(※1) はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

４．教育相談センター、教育相談室 はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

５．保育園や幼稚園の園庭等の開放 はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

６．利用者支援事業(※２) はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

７．市発行の子育て情報誌 はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

８．市発行の幼稚園ガイド はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

９．地域子育て支援センター、子育て

サロン(※３) 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

10．児童センター はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

11．地域の子ども会 はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

12．赤ちゃんの駅 はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

13．パパママ応援ショップ 

（優待カード） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

14．家庭児童相談室 はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

15．なかまほいく(※４) はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

16．にいざ子育て応援メール(※５) 

  （メールマガジン） 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

17．３キュー子育てチケット(※６) はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

18．障がい児相談支援事業(※７)、児童

発達支援事業、放課後等デイサー

ビス事業(※８) 

はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

※１ 家庭教育に関する学級・講座とは… 

    公民館やコミュニティーセンターで開催する親子や子育て中の保護者を対象にした講座で、各公民館等で   

たんぽぽ学級、カンガルー学級、めだか学級、すくすく学級、わくわくキッズファミリー講座、子育て応援講座、

子育てラクラク講座、みるく広場等の愛称で親しまれています。 

※２ 利用者支援事業とは… 

    主に子育て家庭等が自身のニーズに合わせた施設やサービスを利用できるように情報提供や相談等を行う事業

です。 

 

  お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてうかがいます ５ 
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※３ 子育てサロンとは… 

    子育てサロンは、乳幼児を持つ保護者が子どもとともに集い、子育てに関する喜びや悩みを共有しあい、子育て  

サポーターからアドバイスを受けながら、手遊びなどで楽しい時間をすごします。（東北コミュニティーセンター

で８月を除く月に１回開催しています。） 

※４ なかまほいくとは… 

    親同士による子どもの預け合いを取り入れた全 10 回の子育てサークル活動です。公民館や児童センターなどで

実施しています。 

※５ にいざ子育て応援メールとは… 

    子育て家庭を応援するための市が発行しているメールマガジンです。保健センター、保育園・放課後児童保育室、

子育て支援センター・児童センター、各種手当に関する情報などを随時配信しています。 

※６ 3 キュー子育てチケットとは… 

    埼玉県が実施している事業で、平成 29 年度以降に第 3 子以降のお子さんが生まれた家庭に対して子育てサー

ビス等に使えるチケットを配布しています。 

※７ 障がい児相談支援事業とは… 

    障がい児のサービスの利用を希望する家庭に対して、サービスの利用を支援したり相談に応じます。 

※８ 児童発達支援事業、放課後等デイサービス事業とは… 

    障がいや発達に特性のある児童に対し、知識やできることを増やすための発達支援や、社会との交流の促進その

他必要な支援を行います。 

 

問 19  宛名のお子さんは、現在、地域子育て支援センターを利用していますか。おおよその利用回数

（頻度）もご記入ください。（番号の○は１つ。数字は一枠に一字。） 

１．利用している 

  ⇒１週当たり    回 もしくは １か月当たり       回程度 

２．利用していない ⇒（理由をお答えください。）（あてはまるものすべてに○） 

  ア．場所がわからない      イ．場所が遠い        ウ．利用方法がわからない 

  エ．利用している知人がいない  オ．人間関係がわずらわしい  カ．利用料が心配 

  キ．利用する必要がない     ク．その他（                    ） 

 

問 20  地域子育て支援センターについて、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるいは、

利用日数を増やしたいと思いますか。おおよその利用回数（頻度）もご記入ください。（○は１つ。

数字は一枠に一字。） 

１．利用していないが、今後利用したい 

  ⇒１週当たり    回 もしくは １か月当たり       回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

  ⇒１週当たりさらに    回 もしくは １か月当たりさらに       回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
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問 21  宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望

はありますか（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯を 24 時間制

（例：9時 00分～18時 30分）でご記入ください。〔利用には一定の利用者負担が発生します。〕 

※ 教育・保育事業とは、幼稚園、保育園、認可外保育施設などの事業を指します。親族・知人によ

る預かりは含みません。 

（１）土曜日（○は１つ。数字は一枠に一字。） 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい         利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい         時     分から    時     分まで 

（２）日曜・祝日（○は１つ。数字は一枠に一字。） 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい         利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい         時     分から    時     分まで 

 

【現在、幼稚園を利用されている方にうかがいます】 ※それ以外の方は、問 23 へお進みください。 

問 22  宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用を希

望しますか。希望がある場合は、利用したい時間帯を 24時間制（例：9時 00分～18時 30分）で

ご記入ください。（○は１つ。数字は一枠に一字。）〔利用には一定の利用者負担が発生します。〕 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい  利用したい時間帯 

３．休みの期間中、週に数日利用したい     時     分から    時     分まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   お子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望についてうかがいます ６ 
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【平日の定期的な教育・保育事業を利用している方にうかがいます】 

問 23 この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで事業を利用できなかったことはありますか。（○は１つ） 

１．あった ⇒ 問 23-1へ ２．なかった⇒ 問 24へ 

 

【問 23 で「１．あった」に○を付けた方にうかがいます】 

問 23-1  宛名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかっ

た場合に、この１年間に行った対処方法はどれですか。それぞれの日数（おおよそ）も□内

にご記入ください。（あてはまるものすべてに○。数字は一枠に一字。） 

１．父親が休んだ       日/年 

２．母親が休んだ       日/年 

３．親族・知人に子どもをみてもらった       日/年 

４．父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた       日/年 

５．病児・病後児の保育を利用した       日/年 

６．ベビーシッターを利用した       日/年 

７．仕方なく子どもだけで留守番をさせた       日/年 

８．その他（                       ）       日/年 

   

【問 23-1 で「５．病児・病後児の保育を利用した」に○を付けた方以外の方にうかがいます】 

問 23-2  その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

日数についても□内にご記入ください。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、

一定の利用者負担があり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。（○は１つ。数

字は一枠に一字。）〔利用には一定の利用者負担が発生します。〕 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒       日/年  

２．利用したいとは思わない                     

 

【問 23-2 で「２．利用したいとは思わない」に○を付けた方にうかがいます】 

問 23-3 病児・病後児のための保育施設を利用したいとは思わない理由についてお答えください。

（あてはまるものすべてに○） 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安   

２．地域の事業の質に不安がある 

３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくない 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない 

６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（                                  ） 

 

 

  お子さんの病気の際の対応についてうかがいます ７ 
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問 24  宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定

期の就労等の目的で、不定期に利用している事業はありますか。１年間の利用日数（おおよそ）

も□内にご記入ください。（あてはまるものすべてに○。数字は一枠に一字。） 

利用している事業・日数（年間） 

１．一時預かり 

（私用など理由を問わずに保育園などで一時的にお子さんを保育する事業） 
      日/年 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち、不定期に利用する場合） 
      日/年 

３．ファミリー・サポート・センター 

（保育園への送迎や放課後児童保育室終了後に一時的にお子さんを預かる事業） 
      日/年 

４．ベビーシッター       日/年 

５．その他 

（                              ） 
      日/年 

６．利用していない     

 

【問 24 で「６．利用していない」に○を付けた方にうかがいます】  

問 24-1 現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．特に利用する必要がない 

２．利用したい事業が地域にない 

３．地域の事業の質に不安がある 

４．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間、日数など）がよくない 

５．利用料がかかる・高い 

６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

９．利用枠に空きがなかった 

10．その他（               ） 

 

 

 

 

 

 

   お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用についてうかがいます ８ 

一時預かり事業とは… 

小学校就学前の子どもを対象に、さまざまな理由で、一時的に家庭で保育ができなくなったときに、昼間、

保育園などでお子さんを保育する事業です。 
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問 25  宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい一時

預かり等の事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について選択し、必要な

日数を□内にご記入ください。（番号と記号あてはまるものすべてに○。数字は一枠に一字。）〔利

用には一定の利用者負担が発生します。〕 

１．利用したい  

 ア．私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的       日/年 

 イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等       日/年 

 ウ．不定期の就労       日/年 

 エ．その他（                        ）       日/年 

２．利用する必要はない 

 

【問 25 で「1．利用したい」に○を付けた方にうかがいます】  

問 25 – 1 利用したい事業はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．一時預かり 

（私用など理由を問わずに保育園などで一時的にお子さんを保育する事業） 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち、不定期に利用する場合） 

３．ファミリー・サポート・センター 

（保育園への送迎や放課後児童保育室終了後に一時的にお子さんを預かる事業） 

４．ベビーシッター 

５．その他（                          ） 

 

問 26  この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さん

を泊りがけまたは泊まり込みで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先

が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法を選択し、それぞれ

の日数も□内に数字でご記入ください。（あてはまるものすべてに○。数字は一枠に一字。） 

１．あった  

 ア．親族（同居者を含む）・知人にみてもらった       泊 

 
イ．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間子どもを保護する事業） 
      泊 

 ウ．イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した       泊 

 エ．保護者に子どもを同行させた       泊 

 オ．子どもだけで留守番をさせた       泊 

 カ．その他（                        ）       泊 

２．なかった 
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⇒お子さんが 0～４歳の方は、22 ページの問 32 へお進みください。 

問 27  宛名のお子さんについて、小学校（１、２年生）の間は、放課後（平日の小学校終了後）の時間を

どのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまるものを選択し、それぞれ希望する週当たり日

数を数字でご記入ください。また、放課後児童保育室及び放課後等デイサービスの場合は、利用を

希望する時間も□内にご記入ください。時間は 24時間制（例：17時 30分まで）でご記入ください。 

１．自宅 週に    日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に    日くらい 

３．習い事 週に    日くらい 

４．児童センター 週に    日くらい 

５．子どもの放課後居場所づくり事業（ココフレンド）（※） 週に    日くらい 

６．放課後児童保育室（学童保育） 

 

週に    日くらい 

→下校時から     時     分まで 

７．放課後等デイサービス 
週に    日くらい 

→下校時から     時     分まで 

８．ファミリー・サポート・センター 週に    日くらい 

９．その他（公民館、公園など） 週に    日くらい 

 (※)子どもの放課後居場所づくり事業（ココフレンド） 

地域の方々の協力を得て、給食のある日の放課後や夏休みなどの長期休業日に小学校で学習・スポーツ・

文化芸術活動などの体験活動の機会を提供しています。保護者の就労の有無に関わらず、実施校のすべて

の小学生が利用できます。 

現在は、東野小学校、石神小学校、東北小学校、新堀小学校、第四小学校、野寺小学校、栗原小学校、

新開小学校、大和田小学校、八石小学校及び栄小学校で、放課後から午後５時まで活動しています（10

月 20 日から 1 月末までお迎えのない場合は午後４時 30 分まで。夏・冬・春休み期間中は、午前中のみ

の学校と午後 4 時 45 分までの学校があります。）。参加は原則無料です（年 500 円の保険代、活動内容

により材料費等の実費負担があります。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんが５歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます ９ 
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問 28  宛名のお子さんについて、小学校（３、４年生）の間は、放課後（平日の小学校終了後）の時間を

どのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまるものを選択し、それぞれ希望する週当たり日

数を数字でご記入ください。また、放課後児童保育室及び放課後等デイサービスの場合は、利用

を希望する時間も□内にご記入ください。時間は 24 時間制（例：17 時 30 分まで）でご記入くださ

い。 

※先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

１．自宅 週に    日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に    日くらい 

３．習い事 週に    日くらい 

４．児童センター 週に    日くらい 

５．子どもの放課後居場所づくり事業（ココフレンド） 週に    日くらい 

６．放課後児童保育室（学童保育） 

 

週に    日くらい 

→下校時から     時     分まで 

７．放課後等デイサービス 
週に    日くらい 

→下校時から     時     分まで 

８．ファミリー・サポート・センター 週に    日くらい 

９．その他（公民館、公園など） 週に    日くらい 

 

問 29  宛名のお子さんについて、小学校（５、６年生）の間は、放課後（平日の小学校終了後）の時間を
どのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまるものを選択し、それぞれ希望する週当たり日
数を数字でご記入ください。また、放課後児童保育室及び放課後等デイサービスの場合は、利用を
希望する時間も□内にご記入ください。時間は 24時間制（例：17時 30分まで）でご記入ください。 

※先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

１．自宅 週に    日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に    日くらい 

３．習い事 週に    日くらい 

４．児童センター 週に    日くらい 

５．子どもの放課後居場所づくり事業（ココフレンド） 週に    日くらい 

６．放課後児童保育室（学童保育） 

 

週に    日くらい 

→下校時から     時     分まで 

７．放課後等デイサービス 
週に    日くらい 

→下校時から     時     分まで 

８．ファミリー・サポート・センター 週に    日くらい 

９．その他（公民館、公園など） 週に    日くらい 
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問 30  宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童保育室の利用希望はありま
すか。希望がある場合は、利用したい時間帯を 24時間制（例：8時 00分～18時 00分）でご記
入ください。〔利用には一定の利用者負担が発生します。〕 

（１）土曜日（あてはまるものすべてに○。数字は一枠に一字。） 

１．１、２年生の間は利用したい  

２．３、４年生の間は利用したい 

３．５、６年生の間は利用したい 

４．利用する必要はない 

利用したい時間帯 

      時       分から 

      時       分まで 

（２）日曜・祝日（あてはまるものすべてに○。数字は一枠に一字。） 

１．１、２年生の間は利用したい 

２．３、４年生の間は利用したい 

３．５、６年生の間は利用したい 

４．利用する必要はない 

利用したい時間帯 

      時       分から 

      時       分まで 

 

問 31 宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休み期間中の放課後児童保育室の利用希望
はありますか。希望がある場合は、利用したい時間帯を 24時間制（例：8時 00分～18時 00分）
でご記入ください。〔利用には一定の利用者負担が発生します。〕（あてはまるものすべてに○。数
字は一枠に一字。） 

１．１、２年生の間は利用したい 

２．３、４年生の間は利用したい 

３．５、６年生の間は利用したい 

４．利用する必要はない 

利用したい時間帯 

      時       分から 

      時       分まで 

 

【全ての方にうかがいます】 

問 32 お子さんの放課後の居場所に必要と思うものは何ですか。(○は２つまで) 

１．大人の見守りによる安全・安心な居場所 ２．学びのきっかけとなる体験活動 

３．自由遊び     ４．宿題の支援 

５．学力を高めるための学習支援   ６．運動系の習い事 

７．文化系の習い事    ８．将来の職業の参考になる体験活動 
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※ここでは母親と父親それぞれの状況についてご記入ください 

問 33  宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。  

（母親、父親それぞれに○は１つ）。また、取得していない方はその理由をご記入ください。 

①母親 ②父親 

１．働いていなかった  

２．取得した ⇒問 33-1 へ 

３．取得していない 

１．働いていなかった  

２．取得した ⇒問 33-1 へ 

３．取得していない 

  

⇒ 取得していない理由（あてはまるものすべてに○） 

母親 父親  

１ １ 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２ ２ 仕事が忙しかった  

３ ３ （産休後に）仕事に早く復帰したかった  

４ ４ 仕事に戻るのが難しそうだった 

５ ５ 昇給・昇格などが遅れると思った 

６ ６ 収入減となり、経済的に苦しくなる 

７ ７ 保育園などに預けることができた 

８ ８ 配偶者が育児休業制度を利用した 

９ ９ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10 10 子育てや家事に専念するため退職した  

11 11 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）  

12 12 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13 13 育児休業を取得できることを知らなかった 

14 14 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15 15 
その他（母親：                         ） 

（父親：                         ） 

 

【問 33 の①母親または②父親欄で「２．取得した」に○を付けた方にうかがいます】 

⇒該当しない方は、26ページの問 34 へお進みください。 

問 33-1 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（母親、父親それぞれに○は１つ） 

 育児休業取得後、 

職場に復帰した 
現在も育児休業中である 育児休業中に退職した 

母親 １ ２ ３ 

父親 １ ２ ３ 

 

     
       24 ページの問 33-2～7     25 ページの問 33-8    26 ページの問 34 

       へお進みください         へお進みください      へお進みください 

  育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度についてうかがいます 10 
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【問 33-1 で「１」（育児休業取得後、職場に復帰）に○を付けた方にうかがいます】 

問 33-2  育児休業から職場に復帰したのは、年度初め（４月）の保育園入園に合わせたタイミン

グでしたか。あるいはそれ以外でしたか。（母親、父親それぞれに○は１つ） 

 年度初め（4月）の入所に合わせた 

タイミングだった 
それ以外だった 

母親 １ ２ 

父親 １ ２ 

 

【問 33-1 で「１」（育児休業取得後、職場に復帰）に○を付けた方にうかがいます】 

問 33-3  育児休業からの職場復帰は、宛名のお子さんが何歳何か月のときでしたか。また、お勤

め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取得したかったですか。□内

に数字でご記入ください。（母親、父親それぞれに数字は一枠に一字。） 

 実際の職場復帰時期 希望の職場復帰時期 

母親    歳       か月    歳       か月 

父親    歳       か月    歳       か月 

 

【問 33-3 で実際と希望の復帰時期が異なる方にうかがいます】 

問 33-4  希望の時期に職場復帰しなかった理由は何ですか。(１)希望より「早く」復帰した、また

は(２)希望より「遅く」復帰したのどちらかあてはまるほうをお答えください。 

（１）希望より「早く」復帰した方（母親、父親それぞれにあてはまるものすべてに○） 

 
希望する保育園に

入るため 

配偶者や家族の 

希望があったため 

経済的な理由で 

早く復帰する必要 

があったため 

人事異動や業務 

の節目の時期に 

合わせるため 

その他 

母親 １ ２ ３ ４ ５ 

父親 １ ２ ３ ４ ５ 

 

母親： 

父親： 
 

（２）希望より「遅く」復帰した方（母親、父親それぞれにあてはまるものすべてに○） 

 
希望する保育

園に入れなか

ったため 

自分や子ども

などの体調が

思わしくなか

ったため 

配偶者や家族

の希望があっ

たため 

職場の受け入

れ態勢が整っ

ていなかった

ため 

子どもをみて

くれる人がい

なかったため 

その他 

母親 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

父親 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

母親： 

父親： 

 

「５」を選んだ方はその具体的な内容をご記入ください 

「６」を選んだ方はその具体的な内容をご記入ください 
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問 33-5  勤務先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としては

お子さんが何歳何か月のときまで取得したかったですか。□内で数字でご記入ください。

（母親、父親それぞれに数字は一枠に一字。） 

①母親     歳       か月      ②父親     歳        か月 

 

【問33-1で「１」（育児休業取得後、職場に復帰）に○を付けた方にうかがいます】 

問 33-6  育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。（母親、父親そ

れぞれに○は１つ） 

 利用する必要がなかった 

（フルタイムで働きたかった、

もともと短時間勤務だった） 

利用した 

利用したかったが、 

利用しなかった、または 

利用できなかった 

母親 １ ２ ３ 

父親 １ ２ ３ 

 

【問33-6で「３」（利用したかったが、利用しなかった、または利用できなかった）に○を付けた方にうかがいます】 

  問 33-7  短時間勤務制度を利用しなかった、または利用できなかった理由は何ですか。（母親、

父親それぞれにあてはまるものすべてに○） 

母親 父親  

１ １ 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２ ２ 仕事が忙しかった 

３ ３ 短時間勤務にすると給与が減額される 

４ ４ 短時間勤務にすると保育園の入園申請の優先順位が下がる 

５ ５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６ ６ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、子どもをみてくれる人がいた 

７ ７ 子育てや家事に専念するため退職した 

８ ８ 職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９ ９ 短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

１０ １０ 
その他（母親：                              ） 

（父親：                              ） 

 

【問 33-1 で「２」（現在も育児休業中である）に○を付けた方にうかがいます】 

問 33-8  宛名のお子さんが１歳になったときに、保育園などに必ず入園できるとすれば１歳になる 

まで育児休業を取得しますか。または保育園などに必ず入園できるとしても１歳になる前

に復帰しますか。（母親、父親それぞれに○は１つ） 

 １歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 

母親 １ ２ 

父親 １ ２ 
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問 34 新座市ではさまざまな子育て支援の取組みをおこなっていますが、次にあげる取組みについて、ど

のくらい満足していますか。（それぞれ○は１つ） 

 
大変満足 やや満足 やや不満 大変不満 

どちらとも

いえない 

(例)地域の子育て支援への協力 １ ○2  ３ ４ ５ 

１．地域の子育て支援への協力 １ ２ ３ ４ ５ 

２．地域住民と交流する機会 １ ２ ３ ４ ５ 

３．地域の子ども会の活動 １ ２ ３ ４ ５ 

４．母と子の健康を育む環境 １ ２ ３ ４ ５ 

５．児童虐待への対応 １ ２ ３ ４ ５ 

６．ひとり親家庭への支援 １ ２ ３ ４ ５ 

７．障がいのある子どもへの支援 １ ２ ３ ４ ５ 

８．子育て相談窓口 

（市役所家庭児童相談室） 
１ ２ ３ ４ ５ 

９．広報紙や情報誌等による子育て

情報の発信 
１ ２ ３ ４ ５ 

10．ホームページ・ＳＮＳなどによ

る子育て情報の発信 
１ ２ ３ ４ ５ 

11．保育園の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

12．保育園の保育内容の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

13．放課後児童保育室の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

14．児童センターの充実 １ ２ ３ ４ ５ 

15．公園の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

16．仕事と子育ての両立環境づくり １ ２ ３ ４ ５ 

17．男女共同参画による子育ての推進 １ ２ ３ ４ ５ 

18．就学前教育の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

19．家庭教育の支援 １ ２ ３ ４ ５ 

20．子どもの安全に配慮した住環境 １ ２ ３ ４ ５ 

21．子育て支援環境全体 １ ２ ３ ４ ５ 

 

  新座市の子育て支援についてうかがいます 11 
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問 35 日常の子育てにおいて孤立感を感じますか。（○は１つ） 

１．常に感じる ２．たまに感じる 

３．あまり感じない ４．全く感じない 

５．どちらともいえない  

 

問 36 子育てが楽しいと感じることが多いですか。（○は１つ） 

楽しいと感じることの

方が多い 

楽しいと感じることと

辛いと感じることが同

じくらい 

辛いと感じることの方

が多い 
わからない 

１ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

 

 

問 37 子育ての辛さを解消するためには、どのような支援・対策が有効だと思われますか。 

(○は３つまで) 

１．子育てに関する相談体制の強化 ２．地域における子育て支援の充実 

３．保育園入園待機児童の解消 ４．妊娠・出産に関する支援 

５．子どもの教育環境の整備・充実 ６．仕事と家庭生活の両立 

７．経済的な安定 ８．保育サービスの充実 

９．地域での子どもの活動拠点の充実 10．母親・乳児の健康に関する支援 

11．子育てしやすい住居・環境の整備・充実 12．子どもを狙った犯罪や事故の減少 

13．要保護児童(※)に対する支援 1４．緊急時の預け先の充実 

1５．その他（             ）  

(※) 要保護児童：保護者に監護されることが不適当であると認められる児童や保護者がいない児童  

 

 

 

 

楽しいと感じる具体的な内容をご記入ください。 

  子育てで日頃感じていることについてうかがいます 12 

 

辛いと感じる具体的な内容をご記入ください。 
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問 38 あなたは、子育てサークルなどの自主的なグループ活動などに参加していますか。（○は１つ） 

１．現在参加しており、今後も参加するつもりである 

２．現在参加しているが、今後は参加するつもりはない 

３．現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい 

４．現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない 

 

【問 38 で「２～４」に○を付けた方にうかがいます】 

問 38-1 参加していない理由、または今後参加しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．活動の情報や参加方法を知らない 

２．身近な場所で参加できる活動がない 

３．活動に参加する余裕や時間がない 

４．気軽に参加したり、やめたりできない 

５．人間関係がわずらわしい 

６．特に必要性を感じない 

７．その他（                              ） 

 

最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご

記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査は以上で終了となります。 

回答を終えた調査票は、三つ折りにして、同封の返信用封筒に入れて、切手を貼らずに 

12月 24日(月)までにポストへ投函をお願いいたします。 

お忙しいところ、ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 


